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1. はじめに 
 企業における業務プロセスの見直しと改善に
対し，ビジネスプロセスモデリングが注目を集
めている． また，社内の申請業務等の自動化を
主要な目的としたワークフローがある．さらに，
社内の分散システムをインターネット上で実現
し，更なる業務プロセスの効率化の技術として
Web サービスがある． 
 本稿では，これらの技術を連携させた業務プ
ロセスの自動開発手法を提案する．本手法では，
ビジネスプロセスモデリングによるワークフロ
ー開発と Web サービスを利用した既存システム
の再利用を行う． 
2. 研究内容 
2.1. ビジネスプロセスモデリングによるワーク
フロー開発手法および Web サービスの適用 
 情報システム開発における分析・設計段階に
おいてビジネスプロセスモデリング，実装段階
においてワークフローエンジン，Web サービスを
用いる，3 技術を連携した一貫した情報システム
開発手法の提案が目的である． 
 ワークフローの業務プロセスの流れを示すワ
ークフロー定義の記述は，ワークフロー管理シ
ステムを利用する開発者の判断に委ねられる． 
そのためボトルネックが発生する可能性がある． 
 本研究では，ビジネスプロセスモデリングを
用い，効率の良いワークフロー定義を導出し，
ワークフロー管理システムに適用する方法を提
案する． 
 本研究における提案手法の流れを図 1 に示す． 

 

 

 

 

①：ビジネスプロセスモデリング工程において，
まず，企業の組織図を作成し，組織図の組織の
機能毎に機能分割図を作成する．作成した機能
分割図の機能毎に業務プロセスの流れを記述す
る eEPC 図(プロセス図)を作成する．本方式の機
能分割では，モデル（機能）の独立性向上のた
めに，任意のプロセスが複数の機能図になるべ
くまたがらないように細かな分割を行う．作成
した機能分割図の機能毎に業務プロセスの流れ
を記述するプロセス図を作成する．図 2 に各図
例を示す．この現状のモデルを As-is モデル
（現状モデル）とする． 
②：As-is モデルにシミュレーションを行う． 
③：極端に時間がかかっているプロセスをボト
ルネックとする． 
④：ボトルネックを他の時間がかからないプロ
セスに変更する． 
②～④の作業を繰り返す． 
⑤：改善されたと判断されたら，To-be モデル
（改善モデル）の完成となる． 
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図 2 BPM 各図例 

⑥ワークフローモデリング工程では，To-Be モデ
ルを参照し，現状業務のワークフロー化できる
箇所から定義抽出を行い，ワークフローエンジ
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図 1 研究の流れ 
 ンを用いてワークフローの実装を行う．ワーク

フロー定義抽出は，BPM プロセス図上のファンク
ションおよびイベントがワークフローの作業内
容と一致する場合に行う．定義抽出およびワー
クフローモデリングの流れを図 3に示す． 

 

 
 

An Information System Development Method to cooperate
Business Process Modeling and Work Flow Engine 
†Department of Computers and Systems Engineering,
Graduate School of Science and Engineering, Tokyo Denki
University 
‡Mitsubishi Electric Corporation
1-267



 
⑦：ワークフロー化できる業務以外の自動化方
法として，本研究では，Web サービスの利用を提
案する． Web サービスが登録されている UDDI デ
ィレクトリにアクセスし，適用できる Web サー
ビスをワークフロー管理システムにおけるワー
クフロー定義にマッピングすることで，ワーク
フロー以外の業務プロセスの動作を含めたワー
クフローを実装することが可能である． 
⑧：ワークフローおよび Web サービスから構築
できないシステムに関しては，UML を用いてシス
テム開発を行う． 
2.2. 構築 
 ビジネスプロセスモデリングツールとして
IDSShare社のARIS[1]およびワークフロー管理シ
ステムとして三菱電機株式会社のMELDandy[2]を
用いてシステム実装を行っている． 
構築対象は伝票管理業務のシステム化である．
現在の業務の流れは次の通りである． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
ビ
図

 図 4 ビジネスプロセス図 

 

 また，図 4 から定義抽出を行ったワークフロ
ー定義モデルを図５に示す． 

 図 5 ワークフロー定義モデル 

3. まとめと今後の課題 
 本稿では，ビジネスプロセスモデリングによ
るワークフロー開発手法を提案し，一部機能を
Web サービスで実現する方法を示した．今後の予
定として，ビジネスプロセスモデリングの eEPC
図からワークフロー業務を取り出すための自動
抽出のためのパターン解析を行う． 
参考文献 
 [１]ハインリヒ ザイドルマイヤー，“ARIS に
起票処理が行われ，複数の伝票が提出され
る．提出された伝票は順次経理部門担当者へ
承認依頼票とともに渡される．伝票と依頼票
を受け取った経理部門担当者は，それぞれの
票の項目が満たされていることを確認し承認
を行う．承認後は，承認結果を起票元に送
る． 
伝票管理業務のシステム化に必要と考えら
れる事項は次の通りである． 
・伝票の電子化 
・メールによる自動承認依頼 
・Web への結果・現状反映 
 
リスト 1 伝票管理業務の流れ 

本方式を用いて，構築対象システムに対して
ジネスプロセスモデリングを適用した結果を
4に示す． 
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図 3 ワークフローモデリングの流れ 
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